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●＜ろん・ぽわん＞岐路とＹ字路　続々

●10 代のための海外文学賞、始まっています！

●図書館員の地域活動その後　続

● 8BOOKS SENDAI

　朝日新聞社は、土曜日の新聞夕刊発行を8月から

休止すると6月3日付朝刊で発表。月曜から金曜日

の夕刊は引き続き発行され、購読料は据え置きだそ

う。いよいよ来たか。夕刊一面は題字変更でレイア

ウトがしやすくなったのか、写真が大きくなったり

と明らかに見やすくなったと思う。だが、すでに地

方紙の夕刊発行はほぼ休止、遠からず全国紙につい

ても夕刊発行は朝日に限らず止まるだろう。

　今回の土曜日の夕刊発行休止の理由は、人手不

足が深刻化するとともに、休日確保や労働時間の

適正化など働き方改革が社会的要請となっている、

朝日新聞販売所の労働環境の維持・改善を図るた

め、などとひたすら社外の労働環境の維持を掲げ

てはいるが、要するに夕刊発行については赤字だ

からに違いない。まずは手をつけられるところか

ら曜日を絞って休止し、いずれ夕刊全体の休止に

向けて布石を打ったのであろう。率直にそう言え

ない苦しげな社告ではある。他の全国紙がどう追

随するのか。

　新聞社の経営改革は50年以上前の昭和40年代ま

で遡る。なかでも日本経済新聞社は他紙がためら

うような思い切った改革を打ってきた。その中核

こそコンピュータの導入である。当時、国鉄が列

車の座席予約にコンピューターを利用し始め、銀

行や証券会社などの民間企業も事務処理の効率化

をもとめてコンピューター化に着手し始めた。し

かし新聞社は、コンピューターについては意外に

動きが鈍いと言わざるを得ない。皮肉にも時代の

風をいち早く読むべきはずの新聞各紙の対応が後

手に回ったのは何故だったのか。毎日毎日の滞り

ない新聞発行という使命が事業体の経営改善の上

に覆い被さる気風となっていたのか。

　新聞社とは言っても地方紙と三大紙では規模が

違う。全国紙である三大紙各社は数百万部を毎日

発行する巨大印刷所を擁する事業体であるとも言

える。三大紙でもない日本経済新聞社がどうして

コンピューター化にいち早く着手しそして成功し

たのかは、杉山隆男の労作を読めば、ほぼわかる。

（『メディアの興亡』（杉山隆男 著／四六判上製／

文藝春秋／1986年）。

　700ページ近くに及ぶボリューム、細かな活字の40

年前のこの本は読みやすいとは言えないが、読み応

えは十分。しかも単に日経のプロジェクトを追うノ

ンフィクションではない。日経新聞と毎日新聞の動

きを対比的に扱う手法で当時の新聞社と新聞人を描

き出す。著者は読売新聞記者を経てノンフィクショ

ンライターとなった人だ。新聞社、新聞業界にも通

じているのは当然だが、何より情熱にあふれている。

　1973年、活字を使わない印刷システムＣＴＳ（コ

ールド・タイプ・システム）でつくる世界ではじ

めての日刊紙「日経産業新聞」が創刊された。

(2024年3月に休刊)そして日経は、2010年3月に

「日本経済新聞電子版」を創刊する。（埜村太郎）
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　最近、海外小説の発行が少ないように思うけど、

訳者や編集者がコロナで海外に（買い付け？ とか

発掘？ に）行けてなかったからかな、と勝手に何

となく思っていた2024年ＧＷ。以前から何度か講演

をお願いしていた翻訳家の三辺律子さんから一通の

メールが届きました。翻訳ＹＡが以前ほど読まれて

いない、盛り上げていくために翻訳ＹＡの文学大賞

を始めたいので協力してもらえないかという内容。

あまりにありがたいお誘いに何かお役立てることが

あるのなら、と二つ返事で引き受けました。そして

三辺さんの行動力で、一般社団法人青少年読書推進

機構が設立され、年明けに新たな文学大賞を開催す

ることを発表できました。

「10代がえらぶ海外文学大賞」

魅力的な作品あふれる海外文学を、10代にもっ

と読んでもらいたい！そんな思いだけで生まれた

文学大賞。だから、第１次選考は年齢制限なく、

誰でも参加できるけれど、最終投票の権利は10代

のみ。選考対象は10代が主人公の海外（翻訳）文

学。10代が自分たち自身で選ぶ自分たちのための

文学大賞です。

選考委員は６名。この賞を立ち上げた翻訳家の

三辺律子さん。ＹＡ翻訳文学といえばの元法政大

学教授の金原瑞人さん。ダン・ブラウンの作品を

はじめミステリー文学の翻訳を手掛ける越前敏弥

さん（今回のみ、越前さんのかわりにフランス文

学者の野崎歓さんが選考委員をしてくださいま

す）。『文化の脱走兵』（講談社/2024年）で読売文

学賞を受賞し爆進中のロシア文学翻訳家の奈倉有

里さん。蔦屋書店で文学コンシェルジュをしてい

る河出真美さん。そして私立中高で専門・専任・

正規で司書教諭をしている私（あれ？ 私、いつの

間にかちゃっかり選考委員になってる！）。

他にも運営を担うスタッフとして実行スタッフ

が数名。10代が主役なので、学校図書館や公共図

書館の支援や協力が肝。学校図書館司書や書店

員、編集者が裏方として支えています。

スタッフ、選考委員それぞれでオンラインミー

ティングやメール等でのやりとりを繰り返すこと

数回。選考対象とする作品のことや投票方法を話

し合いました。その中で決まった「選考委員の訳

書・監修した本は対象外」という衝撃。でも、こ

の賞を長く続けていくためには公平性は欠かせま

せん。それに選考委員の訳書以外にも魅力的な海

外文学はたくさんありますし、そもそも海外ＹＡ

文学を盛り上げるための賞なので、選考委員の訳

書として対象外でも薦めれば良いだけです。対象

作品は10代が主人公なら物語に限らず、グラフィ

ックノベルや絵本、古典新訳も含まれます。

第２次投票は９月から！応援図書館への登録もぜひ

本誌が発行される６月末は、第１次投票で選ば

れた22冊から７冊のノミネート作品を選考中。同

時に９月の第２次投票に向けて準備をしている時

期です。参加を呼びかけるポスターや、ノミネー

ト作品を紹介する小冊子も間も無くＨＰからダウ

ンロードできるようになります。

全部読む必要はなく、１冊読んで面白かったら

その本に投票でＯＫ！と気軽に参加できる設定に

しています。ぜひＹＡ世代、10代の生徒・学生へ

の参加の呼びかけをお願いします。

そしてそして小冊子作成等の運営費のためのク

ラウドファウンディングも始まっています。最初

の目標は達成しましたが、この賞を長く続けてい

くためにストレッチゴールを目指しています。ぜ

ひご支援をお願いします(魅力的すぎるリターン

を準備しました！)。

また、応援図書館への登録も始まっています。

登録の公開・非公開は選べます。登録していただ

くと、ノミネート作品７冊のお知らせがいち早く

届きますので、ぜひ登録をお願いします。

10 代のための海外文学賞、始まっています！

鳴川 浩子

https://www.kodansha.co.jp/book/products/0000393379
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子訳/岩波書店/2022年）を読めば、日本ではどこ

か人ごとになってしまっていそうな難民の方々の

置かれた状況をリアルに理解し、自分ごととして

捉えることができます。

『モノクロの街の夜明けに』（ルータ・セペティス

作/野沢佳織訳/岩波書店/2023年）では、大統領

の銃殺シーンが衝撃的だった1989年のルーマニア

革命当時の暮らしの様子を知ることができ、遠い

ルーマニアの若者たちが日本の普通の10代と同じ

であったことに気付かされます。

数年前から「〇〇ファースト」という言葉が流

行っています。そこに人々を分断するような出来

事が重なり、内向き志向に拍車がかかっているよ

うに感じています。国内の作家にも海外を舞台に

した魅力的な作品を書く作家はたくさんいます。

でも、やはりその国で生きて生活をしている作者

が、その国に生きる若者に向けて書いた物語だか

らこその魅力とメッセージがあります。それが翻

訳されて、日本の若者に届き、国境や時間を超え

て、同世代の生活や文化を知り、自分たちと同じで

あることを知る。物語を通じて、世界と繋がり広が

ってほしい。私が海外文学を10代にもっと読んでほ

しい、と思っているのはそんな願いからです。

渋谷のおしゃれなカフェで、三辺さん、金原さ

ん、学芸大学附属世田谷中学校の学校司書の村上

恭子さんとこの賞の設立に向けての話をしてから

約１年。三辺さんの海外文学への熱い想いと行動

力に、スタッフたちも同じ思いで突き動かされて、

第２次投票へと突き進んでいます。

この賞が立ちあがるまでの過程を、私は一部し

か知りませんが、スタッフも選考委員も同じ思い

でいると思っています。

本誌を読まれた皆さんにも、この手作りの「10

代がえらぶ海外文学大賞」を一緒に応援して、10

代を巻き込むことで参加して

いただきたいと願っていま

す。ぜひ、一緒にこの賞を盛

り上げてください。よろしく

お願いします。

（なるかわ ひろこ:玉川聖学院）

海外文学のススメ

「海外文学を普段どれぐらい読んでいるでしょうか」

この一文は、選考委員の金原さんと三辺さんに

講師として来ていただく、学校図書館問題研究会

第40回全国大会東京大会（奈倉さんと逢坂冬馬さ

んの対談もあり、こちらの申し込みも絶賛受付中

です）分科会の要項文の冒頭に書いた言葉です。

主語は「司書は」でも「10代は」でもどちらにも

受け取れるようにあえて付けていません。

毎月、発行する図書館の広報紙で新着本を紹介

するとき、いろいろな分野になるようバランスを

考えていますが、９類も913だけにならないように

したいと考えています。でも、たまに紹介できる

新着の海外文学がなくて、日本文学だけになって

しまい反省することがあります。書店で、最近の

ＹＡ海外文学を探すのに苦労することも多いで

す。親しい(学校)図書館関係者から、海外文学は

あまり読めていない、と言われたこともあります。

2015年から８年間、金原さんと三辺さん、イラ

ストレーターのオザワミカさんが発行していた海

外小説を紹介する冊子『ＢＯＯＫＭＡＲＫ』の第１

号で紹介されていた『郊外少年マリク』（マブルー

ク・ラディシュ作/中島さおり訳/集英社/2012

年）を読んで、私は海外文学を読むことの大切さ

と面白さを改めて思い知らされました。パリ郊外

に押し込められた移民の少年の半生を、ユーモア

を交えて描いたこの作品によって、一見華やかな

パリの郊外には不満を抱えて暮らす若者たちがい

ることを知りました。

つい最近読んだ『ガールズ・ルール』（キャンデ

ィス・ブシュネル/ケイティ・コトゥーニョ作/三

辺律子訳/静山社/2024年）では、アメリカでも日

本でも、女子にだけ課されたルールは同じだとわ

かります。

『車いすでジャンプ！』（モニカ・ロー作/中井は

るの訳/小学館/2023年）では、障がいとは何かを

考え、関わっていく人の感情はどこの国でも同じ

だと、共感できる登場人物の誰かに出会えるので

はないでしょうか。

『住所、不定』（スーザン・ニールセン作/長友恵

https://www.iwanami.co.jp/book/b606552.html
https://www.iwanami.co.jp/book/b631506.html
https://www.iwanami.co.jp/book/b631506.html
https://www.sayzansha.com/book/b652956.html
https://www.shogakukan.co.jp/books/09290654
https://www.iwanami.co.jp/book/b606552.html
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今年の２月に私の勤務している世田谷区立桜丘

図書館が、地域活動として所属している経堂認知

症アクションチームの協力を得るというかたちで、

図書館の開館40周年記念の企画として認知症講演

会を行った。

講師として講演してくださったのは、脳科学者

で現在東京大学大学院総合文化研究科の特任研究

員の恩蔵絢子氏で、アクションチームのメンバー

の音楽療法士の方が、恩蔵氏の母上の認知症の音

楽療法に携わったご縁から引き受けていただける

こととなった。

恩蔵氏は新進気鋭の脳科学者で、数年前に出版

された『脳科学者の母が、認知症になる－記憶を

失うと、その人は”その人”でなくなるのか？－』

（河出書房新社/2018年/のちに河出文庫/2021年）

は図書館での予約も多く、話題の書という趣であ

った。そして今回は昨年の『認知症介護のリアル

－笑いと涙の母娘の日々（そして時々、父も）－』

（信友直子氏との共著/ビジネス社/2024年）の出

版もあり、アクションチームのメンバーが講演会

をとても楽しみにしていたのはもちろんだが、反

響も多く、講演会もあっという間に申込が定員に

達した。

著書の内容を紹介すると、まず『脳科学者の母

が、認知症になる』の方はそのものずばり、恩蔵

氏の母上が2015年に認知症の症状が確認されてか

ら３年間の、娘として脳科学者としての恩蔵氏の

葛藤と受容の過程を綴ったものである。認知症の

種類については、「アルツハイマー型」「レビー小

体型」「前頭側頭型」「血管性」「その他（脳外傷や

脳腫瘍、脳炎など多様な病気で起こるもの）」に分

かれ、それぞれについて様々な症状が現れる。恩

蔵氏の母上はアルツハイマー型としての診断だっ

たのだが、家事を完璧にこなし、趣味も楽しんで

いた母上がおかしな言動をするようになり、何も

しないでソファーにうずくまり、外出もしなくな

ってしまった状態を受け入れることができず、病

院で診断を受けるまで10カ月あまりかかってしま

ったのだった。

その後は葛藤しつつも、脳科学者として、認知

症ではどんな行動が現れ、何が原因でそのような

行動になるのか、脳科学の見地から考えることを

試みる。「何かができる/できない」という視点で

考えると、母が母でなくなっていくようで怖い。

しかし、母の反応の中にはまだ変わらぬものもあ

る。脳の働きの中でも特に感情を研究してきた恩

蔵氏は、認知症がその人らしさに与える影響につ

いて図らずも考察することになり、その人らしさ

を失う病ではないという結論に至るのだ。

その後、2021年にこの本の文庫版が出版される

が、認知症に対する恩蔵氏の理解は基本的には変

わっていない。しかし、母親の症状は進行してい

るので、驚きや怒りの感情をコントロールして必

死で対応するという局面は当然ながら出てくるの

で、その都度考えて適応し直すということになる

わけである。文庫本のあとがきからは複雑な思い

が感じられた。

それからさらに３年が経過し、2024年８月に映

像作家の信友直子氏との対談『認知症介護のリア

ル』を出版することとなる。残念なことに、恩蔵

氏の母上は2023年５月に亡くなられており、この

本の対談は2024年３月に行われているので、まだ

悲しみが癒えていないという心境を文中で吐露し

ている。

信友氏は2018年に両親の老老介護を記録した初

の劇場公開作『ぼけますから、よろしくお願いし

ます。』（2022年には続編『ぼけますから、よろし

くお願いします。～おかえりお母さん～』を発表、

同名の著書が新潮社からそれぞれ2019年、2022年

に出版されている）を発表しており、この本でま

さに認知症のリアルを恩蔵氏と語り合っている。

そして、認知症の人の言葉や行動を見るのではな

く、気持ちを見るのが大事という気持ちに至った

こと、介護を通じてたくさんのものをもらったの

図書館員の地域活動その後　続

　―脳科学者による認知症講演会―
後藤 婉子

https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309418582/
https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309418582/
https://www.kawade.co.jp/np/isbn/9784309418582/
https://www.business-sha.co.jp/books/category09/item_a001225
https://www.business-sha.co.jp/books/category09/item_a001225
https://www.business-sha.co.jp/books/category09/item_a001225


5

で、それを研究や映像、文章で多くの人に発信し

ていければとの思いを持ったと語っている。これ

らの著作を読んだ上で迎えた講演会だったのだが、

恩蔵氏は「若くて元気でかわいい！」を絵に描いた

ような方であった。講演の内容は、上記の著作の内

容をライブで語るというものだったのだが、それが

パワーポイントの前を縦横無尽に動き回って講演す

るという、まさにライブ！というもので、参加者は

認知症に関心のあるお年頃、多分、平均年齢75歳く

らいと推察されるような方々だったので、圧倒さ

れ、惹きつけられたのではないかと思われた。

私自身の心に残ったのは、恩蔵氏が恐れていた

のは、「買い物ができなくなった」「料理をしてく

れなくなった」等、母上が自分に何をしてくれる

かという能力、自分にとっての便利さで見ていた

ということに気づき、そうでないところで、母上

を知ろうとしようと考えたという話で、現在認知

症進行形の母に対してまさに自分がそう考えてい

たことに気づかされ、目から鱗が落ちる思いだっ

た。久しぶりの本の著作者による講演会はとても

有意義なものだった。これからも図書館として開

催の機会を作れればと思う。　(ごとう わかこ)

■８ＢＯＯＫＳ ＳＥＮＤＡＩ　～2025年２月に訪問～

最近あちらこちらで目にするようになったブッ

クカフェやブックラウンジ。利用者も増え、話題

になっています。今回は、宮城県仙台市の「８Ｂ

ＯＯＫＳ ＳＥＮＤＡＩ」さんを訪れました。市の中心

部から少し離れた、落ち着いた八本松（施設名由

来）にあります。少し施設のご紹介をします。 

＊本の貸出はありません。 

＊小学生以上は有料です（利用しやすいように工

夫された料金）。 

＊１階は広々としたスペースに壁一面本が並び、ワ

クワク感必至。ゆったりとくつろげるソファー、集

中したい時にぴったりのプライベートブース席、背

もたれのしっかりとしたオフィスチェア等々、迷い

そうな設え。ドリンクコーナーもあり。

＊２階は親子や家族でゆっくり過ごせる安全と安

心に配慮された北欧家具がすっきりおしゃれなフ

ロアになっていて、こんな施設が近所にあったら

いいなと思わせてくれます。飲食やおしゃべりが

できるスペース、授乳室やおむつ替えシートも完

備。子供たちがあちこちで楽しく遊べたり、読書

できる仕掛けもステキに！！ 

＊選書は専門家のセレクトだそうで、配架は分類

別だけでなく色々な意味での関連性にも配慮して

いるそうです。

「運命の一冊」に出会えるかもしれません！

１万冊の蔵書が皆さんの楽しい、そして価値ある

時間を待っているようでした。　(ＬＡＳ探検隊）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

https://www.sinfonica.or.jp/kanko/estrela/est202411.html
https://www.shobunsha.co.jp/%3Fp%3D8882
https://8books.jp/
https://8books.jp/
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https://www.yamakawa.co.jp/product/15252
https://www.minervashobo.co.jp/book/b657466.html
https://www.minervashobo.co.jp/book/b657466.html

